
 

国土交通省宿泊型ワークショップ 募集要項 

１．趣旨 
国土交通省では、大学生・大学院生の皆さんに、国家公務員の業務に対する理解を深めていただくこ

とを目的として、国土交通省の政策立案を１泊２日で疑似体験していただく「宿泊型ワークショップ」

を実施いたします。 

２．対象者 
国土交通省の業務内容に高い関心を有し、国家公務員採用試験総合職試験を受験する意欲を有する又

はこれらの試験に合格している大学生、大学院生又は既卒生。 

３．日程 
2017年３月16日（木）～17日（金） 

４．場所 
国土交通大学校小平本校（所在地：東京都小平市喜平町2-2-1） 

５．内容 
宿泊型ワークショップに参加する学生数名でチームを組み、各チーム毎に、国土交通行政における課

題について、現状分析、課題抽出及び政策提言をしていただきます。 

今回のテーマは防災です。我が国の国土は、気象、地形、地質等が極めて厳しい状況下にあり、毎年

のように地震、津波、水害・土砂災害、雪氷災害、火山噴火等の自然災害が発生しています。今後も気

候変動による災害の頻発化・激甚化や、南海トラフ巨大地震・首都直下地震等の発生も懸念されていま

す。命と暮らしを守るための防災対策は、発生頻度、規模等を踏まえ、ハード・ソフト両面から、平常

時、災害時、復旧・復興時まで想定して考える必要があります。今後の高齢化・人口減少時代を見据え、

被災リスクや被害軽減のために、国土交通省が取り組むべき政策について、提言していただきます。 

（スケジュール） 

１日目 ： オリエンテーション、基礎講義、グループワーク、中間講評、職員との交流会 

２日目 ： グループワーク、最終発表 

６．申込及び参加学生の決定 
2017年３月８日（水）18:00までに国土交通省マイページ（https://r-ship2.jp/2017/mlit/login/）

を通じて申し込んでください。応募者多数の場合には、抽選により参加学生を決定いたします。申込み

の時点では、参加は確定しませんのでご注意ください。抽選結果は、３月９日（木）までにメールにて

通知します。 

７．参加の条件 
（１） 宿泊型ワークショップの２日間の全ての行程に参加できることを条件とします（途中からの参加・

離脱等は認めません）。また、参加決定後のキャンセルはご遠慮ください。 

（２） 宿泊型ワークショップの参加経費（宿泊費、食費、交通費、保険料等）については、各自で負担し

ていただきます。国土交通省は支給いたしません。（なお、国土交通大学校滞在中の宿泊費及び食費

は４千円です。当日回収させていただきます。） 

（３） 災害傷害保険及び賠償責任保険に加入していることを条件とします。（参加決定連絡後、事前にこ

れらの保険への加入を証明する書類の写しを提出していただきます。） 

（４） 別紙「国土交通省宿泊型ワークショップへの参加に係る遵守事項等」を承諾・遵守していただくこ



 

とを条件とします。（参加決定連絡後、事前に誓約書を提出していただきます。） 

８．問い合わせ先 
【総合職事務系】国土交通省大臣官房人事課 担当：御手洗、栗山 

（電 話）03-5253-8170（直通） 

（E-mail）hqt-recruit@ml.mlit.go.jp 

【総合職技術系】国土交通省技術系採用本部 担当：齋藤、増本 

（電 話）03-5253-8129（直通） 

（E-mail）hqt-engineer@ml.mlit.go.jp 

 



 

【別紙】 

国土交通省宿泊型ワークショップへの参加に係る遵守事項等 

    

１．実習中の遵守事項 
（１） 国土交通省宿泊型ワークショップ（以下「ワークショップ」という。）に参加する学生（以下「参

加学生」という。）は、ワークショップ参加期間中、公務の適正な遂行を妨げないように行動するも

のとする。 

（２） 参加学生がワークショップ参加期間中に公務の適正な遂行を妨げるような行為その他不都合な行

為を行った場合、国土交通省は当該参加学生のワークショップへの参加を打ち切ることができるもの

とする。 

（３） ワークショップ参加期間中は、これに専念するものとし、ワークショップの進行に支障が生じな

いよう協力するものとする。 

（４） 参加学生は、ワークショップを欠席しようとする場合は、事前に国土交通省担当職員に申し出る

ものとし、担当職員からの指示に従うものとする。やむを得ず、事前に申し出ることができない場合

であっても、事後、速やかに担当職員に連絡するものとする。 

（５） 参加学生は、ワークショップ参加期間中、国土交通省担当職員の指導・監督等に従わなければな

らない。 

（６） 参加学生は、ワークショップ参加期間中に知り得た秘密について、ワークショップ参加中及び参

加終了後においても部外者（所属大学等を含む。）に漏らしてはならない。 

（７） 国土交通省は、上記（２）に該当する場合のほか、参加学生が遵守事項等に従わないときはワー

クショップへの参加を打ち切ることができるものとする。 

２．ワークショップ期間中の事故等 
（１） 参加学生は、賠償責任保険及び傷害保険に加入していなければならない。 

（２） 参加学生が国土交通省又は第三者に損害を与えた場合は、賠償責任保険により補償する。 

（３） ワークショップ参加期間中の事故により参加学生が傷害を負った場合は、学生の加入する傷害保

険により補償する。なお、学生は当該保険の保険金の範囲内で国土交通省に対する求償権を放棄する。 

３．経費負担等 
（１） 国土交通省は、参加学生に対して、手当及び参加経費（宿泊費、食費、交通費、保険料等）を支

給しない。 

（２） ワークショップへの参加経費は、参加学生が負担するものとする。 

４．実習の成果 
参加学生は、ワークショップの成果を論文等により外部に発表する場合には、事前に国土交通省の承

認を得なければならないものとする。 

以上 


